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大気中の温暖化ガスは、2023年に
は、記録的な高濃度となった。 

 

2酸化炭素： 420.0 ppm 

      (産業革命以前の 157 ％) 

メタン： 1934 ppb 

     (同 265 ％) 

一酸化 2窒素：336.9 ppb 

     (同 124 ％) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024年 1-9月の平均気温は、産業革命以前と比し
て、1.54±0.13 度高くなっていた。 

(メモ) パリ協定の努力目標は、西暦 2100年時点
で、1.5度となっており、すでにこれを超えている
ことが分かる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南極(上方のグラフ)、北極’（下方のグラフ）で
示されているように、海氷面積は、近年、両者

とも小さい値となっていることが多い。。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(陸上)氷河の喪失が加速している。2023年
には、1.2 mの水量に相当する喪失が発生
した。 



 

 

 

 

 

 

  

海洋に含まれている熱量

が、2023年には歴史上最大
となった。これまで得られて

いる予備的データによれ

ば、2024年もこの傾向が続
いている。 

2014-2023年の間、海水面の上
昇が観測されており、上昇速度

の全球平均は、年 4.77 mm  で
あった。、 



 

 

 

 

 

 

  

降水については、平

均降水量の減少した

地域（赤色）、降水

量が例外的に多かっ

た地域（黒色）が、

混在していたる。 

 

短い期間に発生する

極端気象とその影響

については、後の地

図を参照。 



 

 

 

  2023年には、世界の河川が最も乾燥していた。 



 

 

 

 

  

極端気象現象とそれによる被害の例 



 

 

 

報告書はここから入手可能。 

https://wmo.int/publication-series/state-of-climate-2024-update-cop29 

 

 

 


